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平成１５年度科学技術関係概算要求の優先順位付けについて 
 

平成１４年１０月１８日 
科 学 技 術 政 策 担 当 大 臣 
総合科学技術会議有識者議員 

 
 

科学技術政策担当大臣及び総合科学技術会議有識者議員は、関係府省

の平成１５年度科学技術関係概算要求について、新規・既存施策を精査・

検討の上、優先順位（ＳＡＢＣ）付けを行った。 
 
１．優先順位付けの結果 
（１）優先順位付けの結果については、次のとおり。 
    Ｓ： ９０項目（２９％）    

Ａ：１２９項目（４１％） 
    Ｂ： ６５項目（２１％）    

Ｃ： ２７項目（ ９％） 
 
（２）優先順位付けの例を基礎研究、重点４分野（ライフサイエンス、

情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料）、科学技術システム改

革の主要項目について示すと以下のとおり。 
① 基礎研究については、Ｓが２０％、Ａが６７％、Ｂが１３％と

なっている。 
Ｓの例：ニュートリノ研究（文科省） 

２１世紀ＣＯＥプログラム（文科省） 
 

② ライフサイエンス分野においては、Ｓが２６%、Ａが４０％、
Ｂが２５％、Ｃが９％となっている。 
Ｓの例：テーラーメイド医療（文科省、厚労省） 

食品の安全性確保（農水省） 
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③ 情報通信分野においては、Ｓが３０%、Ａが４２％、Ｂが１８％、
Ｃが１０％となっている。 
Ｓの例：極端紫外線（ＥＵＶ）露光システム（文科省、経産省） 

量子コンピュータ技術（総務省） 
 

④ 環境分野においては、Ｓが３５%、Ａが３８％、Ｂが１９％、
Ｃが８％となっている。 
Ｓの例：地球温暖化問題（農水省、経産省、国交省、環境省）

循環型社会の構築（文科省、農水省、環境省） 
 

⑤ ナノテクノロジー・材料分野においては、Ｓが２１%、Ａが  
４１％、Ｂが２４％、Ｃが１４％となっている。 
Ｓの例：微小化学反応器（マイクロリアクター）（経産省） 

計測・分析・評価機器（文科省） 
 

⑥ その他の分野についても、Ｓを付したものを例示すると、 
  エネルギー：燃料電池・水素燃料（総務省、文科省、経産省） 
  製造技術：金型に関する技術開発（経産省） 
社会基盤：地震情報提供等リアルタイム防災支援システム 

（総務省、文科省、国交省） 
   フロンティア：準天頂衛星（総務省､文科省､経産省､国交省） 
 などがある。 
 
⑦ 科学技術システム改革のうち、 
・競争的研究資金については、Ｓが４３％、Ａが５７％となっ

ている。 
Ｓの例：科学研究費補助金（文科省） 

生物系産業創出のための異分野融合研究支援事業 
（農水省） 
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産業技術研究助成事業（経産省） 
地球環境研究総合推進費（環境省） 

 
・産学官連携については、Ｓが３８％、Ａが５０％、Ｂが１２％

となっている。 
Ｓの例：大学知的財産本部整備事業（文科省） 

大学発事業創出実用化研究開発事業（経産省） 
 
（３）優先順位付けの過程においては、 

①大臣及び有識者議員が各省からヒアリングを実施 
②検討を進める上で以下の点に配意 
・１つの施策に複数の研究課題がまとめられているものについ

ては、極力細分化して個別の研究課題毎に精査 
・府省間で重複する施策については、役割分担、連携の必要性

について指摘を行い、総合的に調整 
・経済活性化に資するプロジェクトについては、その経済効果、

推進体制、民間の負担割合などの観点からも検討 
 

（４）優先順位付けと合わせて、施策の実施に当たっての問題点、改

善策等をコメントとして提示。 
  
 
２．今後の進め方 
（１）優先順位付けについて、次回の総合科学技術会議で報告。 
 
（２）政府予算案の編成において、総合科学技術会議の考え方が十分

に反映されたものとなるようフォローアップ。 
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［参考］ 
１．優先順位付けの対象 
１５年度科学技術関係概算要求のうち、 
・新規施策 
・既存施策（原則２０億円以上。ただし２０億円未満であって各

省が重要施策と判断したものも含む。） 
であって、以下を除いた施策について優先順位付けを実施。 

①義務的経費である国立研究所等の人件費 
②独立行政法人の中期計画に基づき決定される運営費交付金 
③特許特別会計等における制度運営費 
④治安・防衛等特別の政策目的で実施される研究開発等の経費 
⑤１億円以下の調査研究の経費等 

 
２．優先順位付けの考え方 
「平成１５年度の科学技術に関する予算、人材等の資源配分の方針」

に照らし、分野・事項毎に、効果的な研究の推進、関係府省連携、成果

の社会還元、実施体制等の総合的な観点から施策を俯瞰・検討し、次の

区分で優先順位付けを行った。 
 
Ｓ：特に重要な研究課題等であり、積極的に実施すべきもの 
Ａ：重要な研究課題等であり、着実に実施すべきもの 
Ｂ：問題点等を解決し、効果的、効率的な実施が求められるもの 
Ｃ：研究内容、計画、推進体制等の見直しが求められるもの 


